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夜冷短 日処理時期が高設ベンチで栽培 したイチ ゴ `紅ほつべ 'の年内収量に及ぼす影響
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材をビニールハウス屋根に展帳。10月 25日から最低夜

温 12℃ 13.5時間日長処理。

栽植距離は、間日72mに高設ベンチ 5本設置 (うね幅
一季成り性品種を用いた高設ベンチ栽培では、販売単  1.441nl、 条間 0.15m、 株問 02m、 2条植え(694株/a)。

価が高い年内に収量を向上させることが経営の大きなポ

イントである。そこで、`紅ほつぺ'を用いて、出荷時期  3 試験結果及び考察
を早め、年内収量を高める夜冷短日処理開始時期につい

て検討した。                     〈1)花芽分化確認状況

(2)試験区

6/20処理開始では、冷夏であつた 2003年 で 25日 目の

7月 15日 に、高温であった 2004年 で 30日 日の 7月 20

日に確認された。7/1処理開始では、2003年で 22日 目の

7月 23日 に、2004年 で 29日 目の 7月 30日 に確認された

(表 1、 表 5)。 慣行の 7/30処理開始では、2004年で 26

日目の 8月 25日 に確認された。7/1処理開始は、2004

年で慣行より約 25日早く花芽分化を誘導できた (表 1)。

(2)ク ラウン径と定植日・収穫開始日

クラウン径は、2003年は 12～ 13mの大苗であったが、

2004年は高温等の影響で前年よりやや細い苗であった。

6/20処理開始は、2003年では 7月 16日 定植 9月 8日収

穫開始、2004年では 7月 22日定植・9月 11日収穫開始で

あった。7/1処理開始は、2003年では 7月 24定植・9月

22日、2004年 では 7月 30日定植 9月 15日であつた (表

2)。

(3)収量

6/20処理開始は、2003年 では総収量 140 kg・ 商品収量

105 kg、 2004年では総収量 94 kg。 商品収量 77 kgであっ

た。マ/1処理開始は、2003年 では総収量 124 kg商品収量

97 kg、 2004年では総収量 79 kg・ 商品収量 63 kgであった

(表 2)。 夜冷処理開始日が早いほど、9月 の総収量や商品

収量が高くなる傾向であった (表 3)。

(4)果実品質

2003年・2004年 とも各夜冷処理開始日において、精度

(Brix%)・ 果実硬度・食味には、差はなかった (表 4)。

(4)試験規模  1区 12株 2反復

2試 験 方 法

(1)供試場所 〈土質)

室内パイプハウス (砂丘未熟土)

夜冷短日処理開始日

6月 20日
7月 1日

注 :試験は 2003年・2004年 に行い、7月

3o日 〈対照)は 2004年 のみ実施。

(3)供試品種  紅ほっペ

(5)栽培概要

夜冷処理方法は、15℃設定エアコンを利用し、8:30～

16:30まで 998%遮光する資材で 8時間日長処理。
高設ベンチは、プラスチック製〈Y tt PSK 3000)で 、培

地は「やしがら(商品名 R)」、培地量 37ル′株。

定植は、顕微鏡下で 3株調査し全てが花芽分化確認後

に実施。

給液 ECは約 0 8ds/m(室 素濃度約 60ppmlで管理。

2003年 は、7月 16日 ～8月 3日 まで遮光率 40%の資材

をビニールハウス屋根に展帳。10月 30日から 14時間日

長処理。H月 13日 から最低夜温 8℃で加温管理。
2004年 は、7月 22日～8月 19日 まで遮光率 40%の資
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… "・́ ‐  確認日 認までの日数  認日  認までの日
6月 20日   7月 15日    25     7月 20日    30
7月 1日  フ月23日    22     7月 30日    29
7月 10日  7月 30日    20    8月 10日    31
7月 30日   ―     -    8月 25日    26

珈

… …

夜冷短日

処理開始

日
定植日 琴露ξ諦子

収穫開始
日
総収量 転如(kg)2    (kg)'2)

定植日 詢駒
収穫開始
日
詰磋曹仰噸げ6月 20日  7月 16日    132  9月 8日   140   105  87

7月 1日   7月 24日   136  9月 22日   124    97  92
7月 22日   116  9月 11日
7月 30日    117  9月 15日

理開始日 9月  ,0月  ,1月  計  9月  10月  11月  II

10日   110 9月 1

糖
甲
厳硬
鶉
ん食味ω

6月 20日    97    026  36
7月 1日    07   026  35

2)藤原 果実硬度計KM l(針頸 :円筒I17、 3mm径、10mm高 )で測定。

ゆ踵良:4、 良:3、 やや不良:3、 不良:1として針算。

4 まとめ

イチゴ品種 `紅ほっぺ'を用いて、エアコンによる夜

冷短日処理を 6月 下旬に開始すると 7月 第 4半旬までに

花芽分化を誘導できる。また、花芽分化した苗を 7月 第

4半旬までに定植すると、9月 10日 前後から収穫が開始

でき、‖月下旬までの年内収量は a当たり約 100 kgが見

込め、果実品質は慣行の夜冷処理開始日の場合と変わら

ない。

表5夜冷処理期間中の日中の気温
単位:℃

年次  平均気温
2000年 →   219
2004年 2)     263

たL:1)0/21～ 7/29、 2)6/21～ 3/9

1区 10

処理開始 ~
r"精智
藪硬
粽
ん鰈め
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